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写真１　起動装置（操作箱）の外観

　火災が発生すると、防護区画の出入り口近くに設けられている手動起動装置（操作箱、赤色塗装）の扉を

開きます。（写真２「手動起動装置の扉開放状態」を参照）

　すると、音響装置（音声警報スピーカー）が自動的に作動し、エンドレステープによりサイレン音が断続

して、２回鳴った後、「火事です。二酸化炭素を放出しますから、室外に退避してください！」というア

ナウンスが繰り返されます。
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写真２　手動起動装置の扉開放状態

　次に、防護区画内に人がいないことを確認してから、操作箱内の起動ボタンを押すと、自動的に開口部

や扉などが閉鎖されます。いわゆる、シャッター等を閉鎖するとともに、換気装置も自動停止し、換気口

（ダンパー）も閉鎖します。防護区画を閉鎖状態にし、起動ボタンを押しながら、遅延装置により「20秒」
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以上経過すると、噴射ヘッドより二酸化炭素が放出され、赤色文字の放出表示灯が点灯する仕組みになっ

ています。（写真３「起動ボタンの操作と遅延時間表示」及び写真４「赤色文字の放出表示灯」を参照）

　なお、起動ボタンは有機ガラスで保護してありますので、強く押し、ガラスを破壊してボタンを押すこ

とになります。

  

「遅延表示」

「火災･起動等」
の表示灯

「緊急停止ボタン」

「起動ボタン」

写真３　起動ボタンの操作と遅延時間表示

写真４　赤色文字の放出表示灯

（６） 緊急停止

　間違って起動ボタンを押した場合は、遅延時間内であれば、同一の場所にある独立した緊急停止押しボ

タンを押すことにより、二酸化炭素の放出を止めることができます。（写真３「起動ボタンの操作と遅延

時間表示」を参照）

　なお、古い二酸化炭素消火設備の中には、起動ボタンを「OFF」にするタイプもあります。

（７） 二酸化炭素放出後の対応

ア　防護区画（ゴンドラ室･電気室等）の二酸化炭素（以下、「消火剤」という。）の放出は、１分以内で完

了します。

イ　消火剤の放出中または放出後は、人命安全のため、絶対に防護区画及び、この区画に隣接する部分

に入ってはいけません。

ウ　火災が発生した場合、防護区画内はガソリン等の燃焼物から出る有毒なガスが充満する他、酸素濃

度が急激に低下し、また、冷却による白色のガスが発生し、視界がさえぎられ、非常に危険な状態に

なっています。

エ　消火剤が放出されると、二酸化炭素は比重が重いので、防護区画内の圧力が上昇して、防火戸や

シャッター、開口部・ドア等の隙間からガスが漏れてきます。隣接する場所にいる人は、人命安全を

確保するため、ガスの影響がない安全な場所に退避させて下さい。
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オ　誤って二酸化炭素が放出された場合、速やかに関係者に大声で告げ、全ての人が二酸化炭素消火設

備の防護区画に近づかないように周知徹底して下さい。

カ　事故防止のため、自衛消防隊員や警備員を安全な場所に配置して、消火剤が放出された区画及び、

この区画に隣接する部分への立ち入りを禁止しなければなりません。

キ　消火剤が放出された場合には、速やかに消防機関へ通報するとともに、当該消火設備の設置や保守

点検等に係る専門業者等へ連絡し、また、警備会社・中央指令センター･建築物管理者等へ報告しな

ければなりません。

ク　消火が完了しても、再燃を防止するため、燃焼物の温度が低下して、完全に消火したことを確認し

た後でなければ、放出された消火剤の排出をしてはいけません。排出操作は、消防署員の指示を得て

から行うものとし、警備員等の自己判断で行ってはなりません。

　　消火剤を排出後は室内の酸素濃度が元に戻り、再出火の恐れがあるので注意して下さい。

ケ　消火剤の排出は、排出ファン等により行い、排出ファン等の機械的な設備がない場合は、消防署員

の指示により開口部等を開放して排出します。

コ　消火剤が放出された区画及び、この区画に隣接する部分に立ち入る場合は、消防機関、専門業者等

の指示に従い、必ず消火剤を十分に排出した後とします。

サ　防護区画内で閉鎖された換気口を復帰する際には、消防機関、専門業者等の指示に従い、「ダンパー

復帰弁箱」内のレバー操作によります。（写真５「ダンパー復帰弁箱内部の状況」を参照）

 

写真５　ダンパー復帰弁箱内部の状況

（８） ガス系消火設備に対する注意

　不燃性のガス消火設備としては、二酸化炭素、窒素、窒素とアルゴンや二酸化炭素の混合物で生成する

「不活性ガス消火設備」の他に、「ハロゲン化物消火設備」があります。

　とりわけ、不活性ガスのうち、「二酸化炭素消火設備」の場合は窒息の危険性があることから取扱いに

注意を要します。いずれのガス系消火設備も人命安全を確実に確保するため、二酸化炭素消火設備と同じ

ように慎重な取扱いが必要です。

　なお、「ハロン1301」という消火剤を使用した「ハロゲン化物消火設備」の場合、「音声による放送」及

び「緊急停止ボタン」を設けていないものが多いので、各自が担当している消火設備の特性や取扱い要領

等については、事前に確認して下さい。
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６　警備員に対する教育指導

　警備員指導教育責任者、防火管理業務一部受託教育担当者、安全管理者、安全推進員等は、警備員、設

備員（技術員）、駐車場管理員等の関係者に対して、「二酸化炭素消火設備の適切な使用」及び「人命安全」

を図るため、このマニュアル等によって教育指導を徹底して実施する必要があります。

（１）�二酸化炭素消火設備の機能、取扱い方法及び放出後の対応を現場に即して指導する。

（２）�駐車場、電気室等の防護区画に接するターンテーブル室、開口部に接する通路、部屋等の状況を把

握するため、次の項目を含めて平面見取図の作成を指導する。

ア　シャッター開閉の起動電源の位置と操作の種別等

イ　入室扉はオートロックか否か、磁気カード使用か否か

ウ　室内の照明、スイッチの位置、夜間の使用状況

（３）�二酸化炭素の人体に与える影響と安全対策について指導する。

（４）�二酸化炭素放出後の対応行動については、特に関係者のみならず、施設利用者に対しても、周知す

るように指導する。

　以上、二酸化炭素消火設備に係る構造、機能及び対策等について述べました。

　二酸化炭素消火設備は、駐車場や電気設備、コンピュータ室等に対し、広範囲に設置されており、消火

効果も優れております。しかし、この消火設備を取扱う場合は、安全確保のために十分な注意が必要にな

ります。

　事故のほとんどは、人の不注意や取扱い方が不案内なために発生しています。

　警備員等の皆さんには、これまで起きた事故事例を教訓にして、この機会に、それぞれが勤務されるビ

ルや施設等に設置された消防用設備等について、その取扱要領や危険要因を事前に確認しておき、万が一、

事故が発生した場合においても対処できるよう備えておいて下さい。

　警備員指導教育責任者や教育担当者等の指導的な立場にある人は、是非、このマニュアルを活用して、

事故発生の未然防止を徹底して下さい。

おわりに
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二酸化炭素消火設備の系統図
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